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図２ 福祉考房（外観） 図３ 福祉考房（内観）















　⑴　DCU 地域 PC 倶楽部
　 　本学学生とシニア世代を中心とする地域住民を対象としたパソコンクラブ「DCU 地
域 PC 倶楽部」が 2007 年 10 月に発足した。この倶楽部は、前述した麻生区との協働
で開催したパソコン教室から発展したもので、パソコン学習を通じて学生と地域住民
   




　 　2 年目となる 2008 年度は、第１，第３土曜日を活動日としている。活動場所は、本
学のコンピュータ教室（Windows XP 機 70 台）を無料開放し、印刷用紙などの消耗
品費として多少の年会費を徴収している。現在、約 70 名がメンバー登録しており、毎
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図８ 車いす整備の様子 図９ 車いす整備講習会の様子
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図 13　手首障害者向け筆記用具固定具












































2007 38 27 73 2007/10/1 ～ 2008/1/31
2008 67 62 278 2008/4/1 ～ 2008/10/8 現在






2007 年度に希望して参加できた学生は 71.1% となった。2008 年度には活動回数を増や
すなどの改善をしたため、希望者の 91.0% が参加している。また、活動期間の違いはあ
るが、述べ参加者数を参加者数で除した 1 人あたりの参加回数は、2007 年度で平均 2.7 回、















活 動 内 容 実施回数 ( 回 ) 述べ参加者数 ( 人 ) 平均参加者数 ( 人 )
DCU 地域ＰＣ倶楽部 12 19 1.6 人
車いす保守整備 17 112 6.6 人
自助具製作研究 12 69 5.8 人
福祉機器・用具勉強会 8 60 7.5 人
　表３に 2008 年度の学科・専攻、性別および学年別の参加者数を示す。
表３　2008 年度の学科・専攻、性別および学年別の参加者数
1 年 2 年 3 年 4 年 計
地域 男 12 9 11 6 38
地域 女 1 5 3 4 13
社会 男 1 0 4 0 5
社会 女 0 6 0 0 6
介護 男 0 0 0 0 0
介護 女 0 0 0 0 0


















　調査期間は、2008 年 10 月 6 日～ 10 月 10 日であった。アンケート用紙は、2008 年
4 月 1 日～ 2008 年 10 月 8 日までの活動者 62 名のうち 52 名に配付し、匿名の任意回









　以上から、活動の中心は 2，3 年生で、6 ヶ月以上参加している学生も多いことがわかる。
表４　学科・専攻、性別および学年別のアンケート回答者数
1 年 2 年 3 年 4 年 計
地域　男 4 9 5 3 21
地域　女 1 5 3 2 11
社会　男 1 0 3 0 4
社会　女 0 4 0 0 4
介護　男 0 0 0 0 0
介護　女 0 0 0 0 0
計 6 18 11 5 40
表５　活動期間 表６　活動回数
活動期間 回答者数 活動回数 回答者数
１ヶ月以内 8 １回 9
２～３ヶ月 8 ２～５回 15
４～５ヶ月 1 ６～ 10 回 12








活動内容 参加人数（人） 回答者 (40 名 ) に対する割合（％）
１. ＤＣＵ地域ＰＣ倶楽部 14 35.0
２. 車いす保守整備 28 70.0
３. 自助具製作 13 32.5

























キッカケ 回答者数 回答者 (40 名 ) に対する割合（％）
１. 活動内容に興味をもった 23 57.5
２. ポスター・チラシ 3 7.5
３. 友達に誘われた 6 15.0
４. 用具の知識を増やす 14 35.0
５. 援助者として必要 9 22.5
６. 時間の有効活用 3 7.5
７. その他 9 22.5
　「７. その他」と回答した内容・・・　授業（6 名）、先生に誘われた (1 名 )
　⑶ 　福祉考房の活動を通して、福祉機器・用具等に関する理解は深まりましたか？（該
当する１つに○）

































































に対しての回答を表 10 に示す。また、図 16 に興味度ごとの回答率を円グラフで示す。
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